





は じ め に
本稿は，アフマド・イブン・ファドル・アッラー・ウマリー（Ah・mad Ibn Fad・l Allāh al-
ʻUmarī）著『高貴なる用語の解説』（ａˡ︲Ｔａ‘ｒīｆ　ｂｉ︲ˡ︲ⅿｕｓｔ・・ａˡａ・ʰ　ａˡ︲šａｒīｆ 以下『高貴なる用語』















































我々は，2003年 ₇ 月から「イスラーム世界における書記とその伝統研究会」と称して， ₁
年間に10回程度の研究例会（輪読会）を開催し，『高貴なる用語』を読み進めてきた。今回
の公刊部分は， 2011年12月から2013年 ₂ 月にかけて実施した計14回の例会（第94回～第107
回）で読んだ部分に相当する。この期間の研究例会で訳注作成を担当したのは，伊藤隆郎，
岡本恵，近藤真美，清水和裕，杉山雅樹，二宮文子，法貴遊，横内吾郎（五十音順）と谷口







































2 ）　turk al-īmān. turkumān との語呂合わせ。前者を後者の語源とする俗説もある［ʟａｎｅ：305］。
3 ）　矢を射掛けるために，弓を引いて上方を向くことを指すものと考えられる。この一文は，
トゥルクマーンを反抗させないようにという意図の指示と考えられる。
4 ）　校訂テキストでは azwāq となっているが，S1写本［f. 101b］と S2写本［f. 85a］に従って，
arwāq（sg. riwāq）と読む。
5 ）　arqam. arqam を殺した者にはジンの罰が及ぶと考えて，人々はそれを殺そうとしなかった
［ʟａｎｅ：1139］。











































































14）　Baššār b. Burd（ ₂ / ₈ 世紀）の詩句を援用した表現［研究篇：199頁］。















































19）　gˇalīl al-t・ayr.  射手たちが鳥打ちの際に獲物として狙うべきとされていた鳥のこと。ウマリー
は本書においてこの大物鳥の規定について述べており，そこでは14種類の鳥の名前が列挙され
ている［校訂：348頁］。
20）　校訂テキストでは sibaq となっているが，正しくは sibāq と読むべきである。ここでは文章の
語調を整えるためにこのような読み方をしているものと思われる。
21）　校訂テキストと L 写本では lā yaf ʻalu と読めるが，ここでは D ₂ 写本［f. 62b］と F 写本［f. 
















































［クルアーン（井筒訳）：中巻95頁；クルアーン（藤本他訳）： ₁ 巻351，365頁注 ₃ ］。



































ʻAzza（723年没），もしくは Kaʻb b. Zuhayr（没年不詳。預言者ムハンマドと同時代の詩人）の
作とされる詩の一節を下敷きにした表現。
31）　研究篇200 ︲ 201頁によれば，Miskīn al-Dārimī（ ₇ 世紀）による以下の詩の一節を踏まえた表
現。
　彼らは国中至るところに住み，彼らの秘密は割ることのできない固い岩にある。






























35）　校訂テキストでは，wa kullu hāʼulāʼi mā la-hum となっており，hāʼulāʼi の部分が全写本で重複
して記されていると注記されている［校訂：157頁注15］。しかし，これは重複ではなく綴りの






に従い lisān の後に h・āli-him（彼らの状況）を補った。
37）　Abū Dāwūd と Ibn Māgˇa の両 Ｓｕｎａｎ で挙げられているハディースに基づく表現［研究篇：
202頁］。
38）　『クルアーン』21章47節を踏まえた表現。
39）　al-mamālik al-islāmīya.  この「イスラーム諸国」とは，マムルーク朝領内諸地域のことであろ
う。
40）　校訂テキストでは，hum ʻalā raʻīyati-hi となっているが，L 写本に従い ʻalā の後に al-h・aqīqa を
補った。
41）　wa-sabīlu kulli wāqifin ʻalay-hi.  原文は，任命書（taqlīd）の末尾で使用される表現「それを知
































43）　nāz・ir ［al-］gˇayš. 校訂テキストでは nāz・ir gˇayš としているが，複数の写本で定冠詞 al- が記さ
れている［校訂159頁注 ₂ ］。











支出，賃借，その他会計に関わる全ての事柄について記録された［熊倉和歌子 2011：39 ︲ 40頁］。






























和歌子 2011：47 ︲ 49頁］。
50）　nāz・ir ［al-］h˘
izāna.  校訂テキストでは L 写本と B 写本に従い nāz・ir h˘
izāna としているが，その
他の写本では定冠詞 al- が記されている［校訂161頁注 ₂ ］。
51）　樹木を用いて広さと深さを表す比喩表現。物事の根幹と末梢をも意味する。
52）　qint・ār.  比較的重いものを量る重量単位。 ₁ 単位の重量は，50kg 前後から100kg 以上と地域に
よって差がある［新イスラム事典：364，567頁］。
53）　wašāʼiʻ al-rawd・.  天上の楽園にある庭園に植えられた花々の意。布の模様の比喩。











































59）　校訂テキストでは awwal-hu となっているが，Ｓ・ｕｂ・ʰ, v. 11：338に従って aw la-hu と読む。













































zūm.  綴り合せられるために穴が開けられた書類で［ʟａｎｅ：733 ︲ 734］，収支等が記録さ


































い。B［f. 56a］，D1［f. 102a］，D2［f. 66b］，F［f. 77b］写本によって，yuh・razu と読んだ。




ānāh）等，スルターンの諸々の庫を指す［Ｓ・ｕｂ・ʰ, v. 4：9 ︲ 13］。
70）　「飼い葉（ʻalūfa）」と「飼料（ʻalīq）」の ₂ 語が取り違えられやすいということか。
71）　校訂テキストでは，ġāyah と語末が hāʼ となっているが，tāʼ marbūt・a の誤植である。
72）　校訂テキストでは，muh
˘


























75）　dīwān al-iqt・āʻ wa ［dīwān］ al-ah・bās.  アフバース庁は一種の恩給地であるリザクを監督する部
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